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日本の世界遺産 
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【世界遺産とは】 

世界遺産(World Heritage)とは、1972 年のユネスコ総会で採択された「世界の文化遺産及び自然遺産の保

護に関する条約」（世界遺産条約）に基づいて世界遺産リストに登録された、遺跡、景観、自然など、人類が

共有すべき「顕著な普遍的価値」をもつ物件のことで、移動が不可能な不動産やそれに準ずるものが対象と

なっている。日本では、文化遺産 20 件、自然遺産 5 件の合計 25 件が登録されている。(2022 年 7 月現在） 

【文化遺産】(Cultural Heritage)（計 20 件） 

(1)★法隆寺地域の仏教建造物（奈良県）（1993 年登録）（「夢殿」2016） 

(2)★姫路城（兵庫県）（1993 年登録）（2015）（2019） 

(3)★古都京都の文化財（京都府、滋賀県）（1994 年登録） 

（「慈照寺」2015）（「平等院鳳凰堂」「大覚寺」2016）（「二条城」「天龍寺」2017） 

(4)白川郷・五箇山の合掌造り集落（岐阜県、富山県）（1995 年登録） 

(5)原爆ドーム（広島県）（1996 年登録） 

(6)★厳島神社（広島県）（1996 年登録）（「高舞台」2015）（2017） 

(7)★古都奈良の文化財（奈良県）（1998 年登録） 

（「唐招提寺」「興福寺」「東大寺大仏殿」2015）（「薬師寺」「東大寺正倉院」2016）（「二条城唐招提寺」2017） 

(8)★日光の社寺（栃木県）（1999 年登録）(2015) 

(9)琉球王国のグスク及び関連遺産群（沖縄県）（2000 年登録） 

(10)★紀伊山地の霊場と参詣道（奈良県、和歌山県、三重県）（2004 年登録） 

(11)石見銀山遺跡とその文化的景観（島根県）（2007 年登録）（2017） 

(12)★平泉－仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群（岩手県）(2011 年) 

(13)★富士山―信仰の対象と芸術の源泉（山梨県、静岡県）（2013 年） 

(14)富岡製糸場と絹産業遺産群（群馬県）（2014 年登録）（「錦絵」2015）（2017） 

(15)明治日本の産業革命遺産製鉄・製鋼、造船、石炭産業（2015 年登録）（「萩」2017） 

(16)ル・コルビュジエの建築作品－近代建築への顕著な貢献（国立西洋美術館＝東京都)(2016 年登録） 

(17)★『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群（2017 年登録） 

(18)★「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」（長崎、熊本両県）（2018 年登録） 

(19)★★百舌鳥・古市古墳群-古代日本の墳墓群(大阪府堺市、羽曳野市、藤井寺市)（2019 年登録） 

(20)★★北海道・北東北の縄文遺跡群(北海道、青森県、岩手県、秋田県)（2021 年 7 月登録） 

【自然遺産】(Natural Heritage)（計 5 件） 

(1)屋久島（鹿児島県）（1993 年登録） 

(2)白神山地（青森県、秋田県）（1993 年登録） 

(3)知床（北海道）（2005 年登録） 

(4)小笠原諸島（東京都）（2011 年登録） 

(5)★★奄美大島、徳之島、沖縄島北部および西表島（鹿児島、沖縄）（2021 年 7 月登録） 

※「日本の世界遺産」詳しくは、こちらをご覧ください。 

【百舌鳥・古市古墳群】 

百舌鳥・古市古墳群は、古墳時代の最盛期（４世紀後半から５世紀後半）にかけて築造された、古代日本列島

の王たちの墓群であり、古代日本の政治文化の中心地のひとつであり、大陸に向かう航路の出発点であった

大阪平野に位置している。墳丘の長さおよそ500ｍにおよぶものをはじめとする、世界でも独特な鍵穴型の前

方後円墳が多数集まり、これらと多数の中小墳墓が密集して群を形成している。 

本資産の古墳には、前方後円墳、帆立貝形墳、円墳、方墳という４種類があり、これらの型式は、日本列島各

地の古墳の規範となった標準化されたものだった。世界各地の多くの墳墓の墳丘が棺や室に盛土・積石しただ

けのものであるのに対して、古墳の墳丘は葬送儀礼の舞台として幾何学的なデザインを施し、埴輪などの土製

品で飾り立てた建築的な傑作である。本古墳群は、古代中央集権国家が成立する直前の時代にあって、激動

する東アジア情勢への対応として展開した、墳墓によって権力を象徴した日本列島の人々の歴史を物語る顕

著な証左でもある。本資産は，古墳時代において，社会階層の違いを示唆する高度に体系だった葬送文化が

存在し、古墳築造が社会の秩序を表現していたことを物語っている。また本資産は、各地の古墳群が形づくる

階層構造の頂点に位置し、列島一円の古墳群の群構成の規範となったものであった。 
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出題が予想される「世界遺産」 
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●まだ出題されていない下記は要注意である。(重要度順） 

 

 
(1)★『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産 

 
(2)★富士山―信仰の対象と芸術の源泉 

 
(3)★日光の社寺（東照宮陽明門） 

 

 

 
(4)★平泉（中尊寺金色堂） 

 

 
(5)★白川郷合掌造り集落 

 

 
(6)★ル・コルビュジエの建築作品 

（国立西洋美術館）(2020 年度出題)

(7)長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産 

(8)琉球王国のグスク及び関連遺産群 

(9)紀伊山地の霊場と参詣道 

(10)原爆ドーム 
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日本の無形文化遺産 
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【無形文化遺産とは】 

無形文化遺産（Intangible Cultural Heritage）とは、ユネスコの事業の一つ。 

同じくユネスコの事業である世界遺産が建築物などの有形の文化財の保護と継承を目的としているのに対

し、民族文化財、フォークロア、口承伝統などの無形のもの（無形文化財）を保護対象とすることを目指した

ものである。日本では、合計 21 の無形文化遺産が登録されている。(2021 年 7 月現在） 

無形文化遺産は、「日本歴史」の科目ではまだ出題されたことはないが、「世界遺産」が頻出されていること

を考えると、今後、出題されても不思議ではない。 

●文化庁の無形文化遺産紹介についてのサイト： 

http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/mukei_bunka_isan/ 

 

(1)能楽（2001 年登録） 

(2)人形浄瑠璃文楽（2003 年登録） 

(3)歌舞伎（2005 年登録） 

(4)雅楽（2009 年登録） 

(5)小千谷縮・越後上布（2009 年登録）  

(6)奥能登のあえのこと（2009 年登録） 

(7)早池峰神楽（2009 年登録） 

(8)秋保の田植踊（2009 年登録） 

(9)チャッキラコ（2009 年登録） 

(10)大日堂舞楽（2009 年登録） 

(11)題目立（2009 年登録） 

(12)アイヌ古式舞踊（2009 年登録） 

(13)組踊（2010 年登録） 

(14)結城紬（2010 年登録） 

(15)佐陀神能（2011 年登録） 

(16)壬生の花田植（2011 年登録） 

(17)那智の田楽（2012 年登録） 

(18)和食日本人の伝統的な食文化 

（2013 年登録） 

(19)和紙（石州半紙）〈2009 年登録〉、本美濃紙

〈美濃和紙〉、細川紙〈小川和紙〉） 

（2014 年登録） 

(20)山・鉾・屋台行事（18 府県の計 33 件） 

（2016 年登録） 

(21)来訪神：仮面・仮装の神々〈2018年登録〉
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「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群（2017年に世界遺産に登録） 
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●ウィキペディアの説明 

宗像三女神（むなかたさんじょしん）は、宗像大社（福岡県宗像市）を総本宮として、日本全国各地に祀ら

れている三柱（みはしら）の女神の総称である。記紀（古事記、日本書紀のこと）に於いてアマテラスとスサ

ノオの誓約（うけい）で生まれた女神らで宗像大神（むなかたのおおかみ）、道主貴（みちぬしのむち）とも呼

ばれ、あらゆる「道」の最高神として航海の安全や交通安全などを祈願する神様として崇敬を集めている。 

 

※神は柱に降りて来ると考えられるので、神のことを柱で数えます。三柱とは、三つの神様のこと。 

 

●宗像三女神の別称は「道主貴」 

宗像三女神は、「道主貴（みちぬしのむち）」という別称を持っています。 

「貴（むち）」という尊称は、最も高貴な神にのみ贈られるもので、「貴」が付く別称を持つのは、宗像三女神

と、伊勢神宮（2019）の大日靈貴（おおひるめのむち／天照大御神）、出雲大社の大己貴（おおなむち／大

国主命）のみとなっています。このことから、宗像大社が、伊勢神宮（2019）や出雲大社と並んで、古くから、

皇室や人々から厚く信仰されていたことがわかります。 

 

●誓約（うけい）とは 

誓約（うけい）とは、お互いに譲れないことがあった時に、どちらが正しいかを占うことで、賭けに勝った方

が正しいことになります。 

アマテラスとスサノオは、生んだ神の性別でどちらが正しいかを占うことにしました。アマテラスはスサノオ

の剣を受け取ると、バキボキと素手で 3 つに折りにし、井戸水で清め、口に含んでバリボリと噛み砕いた。

そして『ふーっ』と吹き出すと、霧のような吐息の中から三人の女神が生まれてきました。これが、宗像三女

神と呼ばれる航海の神々です。 

 

●「宗像・沖ノ島と関連遺産群」世界遺産推進会議の説明（1） 

日本列島と朝鮮半島を結ぶ海域に荘厳な姿を現す沖ノ島。人々は古来、その島の神を敬い、畏れ、航海

安全の祈りを捧げてきました。国宝に指定された神への奉献品はおよそ八万点。 

立ち入りさえも許さない厳格な禁忌（きんき）は、五百年間にも及ぶ古代祭祀（さいし）の跡を千年以上手つ

かずで守り伝えてきました。 

沖ノ島への信仰を起源とする宗像三女神（むなかたさんじょしん）への信仰が受け継がれてきた沖ノ島、大

島、九州本土の宗像大社三宮（むなかたたいしゃ）、遥か彼方に沖ノ島を望む大島の沖津宮遙拝所（おき

つみやようはいじょ）、信仰の伝統を築いた人々が眠る新原・奴山古墳群（しんばる・ぬやまこふんぐん）。 

 

●「宗像・沖ノ島と関連遺産群」世界遺産推進会議の説明（2） 

世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群とは？ 

九州本土から約60㎞離れた沖ノ島と、大島および九州本土に位置するその関連遺産群は、古代から現在

まで発展し継承されてきた、神聖な島を崇拝する文化的伝統の顕著な物証です。 

沖ノ島には、日本列島、朝鮮半島および中国大陸の諸国間の活発な交流に伴い、４世紀後半から９世紀

末まで続いた、航海安全に関わる古代祭祀遺跡が残されています。 

古代豪族の宗像氏は、沖ノ島に宿る神への信仰から、宗像三女神信仰を育みました。 

沖ノ島は三女神をまつる宗像大社の一部として、島にまつわる禁忌や遥拝の伝統とともに、今日まで神聖

な存在として継承されてきました。 

 

●「宗像・沖ノ島と関連遺産群」世界遺産推進会議の説明（3） 

『古事記』『日本書紀』によれば、三女神は天照大神（あまてらすおおみかみ）と素戔嗚尊（すさのおのみこ

と）の誓約（うけい）のもとに誕生し、天照大神の神勅（しんちょく）によって、大陸との交通の要路にあたる

「海北道中（かいほくどうちゅう）」（宗像より朝鮮半島に向かう古代海路）に降臨し、以降、国家の守護神と

して崇敬されています。 

また、「日本書紀」には、宗像三女神が「道主貴（みちぬしのむち）」、すなわち国民のあらゆる道をお導き

になる最も尊い神として崇敬を受けていたことが記されています。「貴」とは最も高貴な神に贈られる尊称

です。道主貴（※宗像三女神）以外には、伊勢神宮（2019）の大日靈貴(おおひるめのむち）（※天照大神）、
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出雲大社の大己貴(おおなむち）（※大国主命）のみですので、宗像三女神が皇室をはじめ人々からいか

に篤い崇敬を受けられていたかがうかがえます。 

 

●宗像三女神 

宗像大社 沖津宮（おきつみや・おきつぐう）（沖ノ島）：（長女神）田心姫神（たごりひめのかみ） 

宗像大社 中津宮（なかつみや・なかつぐう）（大島）：（次女神）湍津姫神（たぎつひめのかみ） 

宗像大社 辺津宮（へつみや・へつぐう）（九州本土）：（三女神）市杵島姫神（いちきしまひめのかみ） 

 

日本の八百万の神々の中でも唯一の三姉妹の女神で、いずれも美人として知られています。 

田心姫は「多紀理姫（たぎりひめ）」、湍津姫は「多岐都姫（たぎつひめ）」ともいい、これらは「潮流が速く激

しい様子」を表す言葉です。また、「市杵島」は、「神霊を斎（いつ）き祀る島」、つまり「神を祀り神に仕える

島」という意味で、広島県・宮島の厳島神社の社名の由来になったとも言われています。宗像三女神は、

人々に恵みをもたらす一方で、危険な一面も持つ海の神秘的な力が神格化されたもので、神霊を鎮め、航

海の安全や豊漁を祈願するために全国に祀られました。宗像三女神を祀る神社は、全国に 7,000 余社、あ

るいは 8,500 社あるとも言われ、これは日本で 5 番目という多さです。宗像大社は、これらの神社の総本社

となっています。 

 

 

三カ所の祭祀遺跡 

 

●「宗像・沖ノ島と関連遺産群」世界遺産推進会議のホームページ 

http://www.okinoshima-heritage.jp/ 
 

●宗像大社のホームページ 

http://www.munakata-taisha.or.jp/index.html 
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宗像大社（沖津宮・中津宮・辺津宮） 
 

 
沖ノ島 

 
宗像大社 沖津宮（沖ノ島） 

 

 
宗像大社 中津宮大社（大島） 

 
宗像大社 辺津宮社殿（九州本土） 

 

 
宗像大社 沖津宮遥拝所(大島の北側) 

 
古代宗像氏の墳墓群（新原・奴山古墳群）（九州本土）

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

宗像大社（沖津宮・中津宮・辺津宮）の歴史 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

●古墳時代（4 世紀（300 年代）後半） 

倭（ヤマト王権）と百済（朝鮮半島）との交易が活発になり、沖ノ島の巨岩群の周辺で、航海の安全や交流

の成就を祈る大規模な祭祀が行われるようになる。 

巨岩の上で始まった祭祀は、初めは岩と岩とが重なる隙間に奉献品を並べて祈祷をするスタイルでしたが、

5 世紀（400 年代中頃）には、大石を石で四角く囲って祭壇を造るようになりました。 

さらに 5 世紀後半になると、祭祀の会場は巨岩の上から屋根の庇（ひさし）のように突き出した巨岩の陰へ

と移りました。 

●飛鳥時代（7 世紀（600 年代）後半） 

沖ノ島で行われていた祭祀が、大島の御嶽山（みたけさん／224ｍ）（御嶽山祭祀遺跡）や九州本土の宗像

山（下高宮祭祀遺跡）でも営まれるようになる。この頃になると、岩陰で行われていた沖ノ島の祭祀は、半

分は露天に出て行われるようになります。やがて 8 世紀（700 年代）に入ると、巨岩群から少し離れた平坦

な露天で祭祀が行われるようになり、この形の祭祀は 9 世紀（800 年代）末頃までの約 200 年間続きまし

た。 
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●奈良時代（8 世紀（700 年代）前半） 

この頃までに、沖津宮・中津宮（御嶽山祭祀遺跡）・辺津宮（下高宮祭祀遺跡）に宗像三女神が祀られる。 

それまで自然崇拝だった信仰に、宗像三女神という人格神への信仰も重なり、両者が併存しながら、後世

の宗像地域の信仰の基盤となっていきました。（宗像三女神については後述） 

●平安時代 

・9 世紀（800 年代） 

豪族・宗像氏が神主として神社に奉仕することになる。日本と唐や新羅との間の公的な交流がなくなり、沖

津宮・中津宮・辺津宮でそれまで行われていた古代祭祀も下火になる。遣唐使が廃止され、京の都では「国

風文化」と呼ばれる文化が花開いた頃、宗像地域の古代からの祭祀は一旦の終わりを告げます。しかし、

沖ノ島はその後も「神宿る島」として崇拝され、古代祭祀遺跡はほぼ手付かずの状態で現代に受け継がれ

ました。 

・12 世紀（1100 年代） 

平安時代末期にあたる 12 世紀頃までに、九州本土の下高宮祭祀遺跡がある丘陵の麓に、辺津宮の社殿

が造営される。 

●室町時代～安土桃山時代 

・16 世紀（1500 年代） 

16 世紀までに、大島の御嶽山祭祀遺跡がある御嶽山の麓に、中津宮の社殿が造営される。 

中津宮の社殿は御嶽山山頂と参道で結ばれ、一体となっています。 

・1578 年（天正六年） 

前年に焼失した辺津宮本殿が、大宮司・宗像氏貞（うじさだ）により再建される。 

・1590 年（天正十八年） 

辺津宮拝殿が筑前領主・小早川隆景により再建される。 

16 世紀に再建された辺津宮の本殿と拝殿は現在まで残り、共に国の重要文化財に指定されています。 

●江戸時代 

・17 世紀（1600 年代）半ば 

この頃までに、沖ノ島の古代祭祀の祭場だった巨岩群の間に沖津宮の社殿が造営され、島全体が沖津宮

の境内と定められる。 

・1675 年（延宝三年） 

第三代福岡藩主・黒田光之（みつゆき）により、地域にある宗像大社の末社が辺津宮の境内に集められ、

祀られる。江戸時代には、福岡藩主・黒田氏により、辺津宮の社殿の造営や修理が度々行われました。 

・18 世紀（1700 年代）半ば 

この頃までに、大島の北岸に沖津宮遙拝所が設けられる。 

遙拝所は他にもいくつか存在したようで、例えば江戸時代には、九州本土の江口浜に沖津宮と中津宮の遙

拝所があり、福岡藩主が辺津宮を参拝した後は、ここから沖津宮と中津宮を遙拝したと伝わっています。 

●明治時代 

1907 年（明治 40 年） 

辺津宮の拝殿・本殿が重要文化財に指定される。 

●昭和時代 

・1933 年（昭和 8 年） 

沖津宮遙拝所の現在の建物が完成する。 

・戦後 

第二次世界大戦後、荒廃していた宗像神社が、宗像市出身の実業家・出光佐三（いでみつさぞう）の寄進に

よって整備される。 

・1963 年（昭和 38 年） 

宗像大社辺津宮で、日本で初めての車用交通安全お守りの授与が始まる。 
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●戦後の復興に尽力した出光佐三 

出光佐三は、出光興産の創業者で、宗像大社の復興のために結成された「宗像神社復興期成会」（現・宗

像大社復興期成会）での初代会長として中心的な役割を果たした人物です。境内の整備だけでなく、神社

史の編纂や古代祭祀遺跡の学術調査などについても尽力しました。その功績が大きかったので、境内の

どこかに名前を残させてほしいという申し出が神社側からあったものの、出光氏本人は「畏れ多いので」と

いうことで断り続けたという話が伝わっています。 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」（長崎、熊本県）（2018年7月に世界遺産に登録） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産は、江戸時代250年間の禁教令下における厳しい弾圧の中、宣

教師不在でありながら、信者のみで信仰を守り通しながらも、孤立せずに一般社会との関わりも持ちつつ、共

同体を存続させるための生き方・暮らし方を創造したことが評価され、2018年7月に、ユネスコの世界遺産に

登録されました。 

登録を受けて、バチカン（ローマ教皇庁）は、「聖霊が宣教師の説教を通じて灯した火は、カトリック共同体の

祈りの生活を隠れて維持した平信徒の中に息づいてきた」とするフランシスコ教皇の談話を発表しました。 

この他、潜伏キリシタンの末裔である前田万葉枢機卿が「弾圧した者とされた者、それらの子孫お互いに敬

意をはらうことで真の平和が訪れる」、 カトリック長崎大司教区の高見三明大司教は「250年間、キリスト教は

日本で迫害されたが、そのことで多くの日本人がキリスト教に関心を持ち始めており、潜伏キリシタン遺産を

訪ねることで日本のキリスト教史を再発見することになる。歴史を覚えておくのに建物は重要ではない。その

背後にある物語、それが普遍的な価値を持つ」 とコメントしました。 

 

 

 

 
﨑津天主堂-河浦エリア 

大浦天主堂 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

「信仰の継続にかかわる潜伏キリシタンの伝統」 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

(1)信仰の継続にかかわる伝統のはじまり 

1549 年、イエズス会宣教師フランシスコ・ザビエルによってキリスト教が日本に伝えられ、その後に続いて

来日した宣教師たちの活動や、南蛮貿易の利益を求めて改宗したキリシタン大名の保護によって全国に

広まった。しかし、豊臣秀吉の伴天連追放令(ばてれんついほうれい)に続く江戸幕府の禁教令により、す

べての教会堂は破棄され、宣教師は国外へ追放された。 

1637年、禁教が深まる中、圧政をきっかけにキリシタンが立ち上がり「原城跡(はらじょうあと)」に立てこもっ

た「島原・天草一揆」に衝撃を受けた幕府は、1639 年、宣教師の潜入の可能性のあるポルトガル船を追放

し、海禁体制（いわゆる「鎖国」）を確立した。 

 

(2)信仰の継続にかかわる伝統形成の段階 

日本各地の潜伏キリシタンは途絶えていったが、キリスト教の伝来期に最も集中的に宣教が行われた長

崎と天草地方においては、18 世紀以降も共同体がひそかに維持され、次第に日本独自の信仰のかたち

がはぐくまれていった。 

信仰を装いながら続けていくために、山や島などを聖地や殉教地として拝んだ「平戸の聖地と集落（春日

かすが集落と安満岳(やすまんだけ)、中江ノ島（なかえのしま）」や、生活・生業に根ざした身近なものを信

心具しんじんぐとして代用した「天草の﨑津集落」、聖画像をひそかに拝み、教理書や教会暦をよりどころ

とした「外海の出津集落」、神社に自分たちの信仰対象を重ねた「外海の大野集落」など、様々な信仰形態

がそれぞれの集落ではぐくまれた。 

 

(3)信仰の継続にかかわる伝統の維持、拡大の段階 

18 世紀の終わりになると、外海地域の人口が増加し、五島列島などへ開拓移住が行われた。開拓移住者

の中には潜伏キリシタンが多く含まれており、移住にあたっては、藩の再開発地（黒島の集落）や未開発

地（久賀島の集落）、神道の聖地（野崎島の集落跡）、病人の療養地（頭ヶ島の集落）など、既存の社会や

宗教との折り合いのつけ方を考慮して移住先が選ばれた。このような独自の信仰対象や、移住にあたって

の選地によって培われた独自の信仰のかたちにより、2 世紀にわたって潜伏キリシタンの信仰が継承され

た。 

 

(4)信仰の継続にかかわる伝統が変容し、終わりを迎えた段階 

1854 年の開国からまもなく長崎に来た宣教師たちは、「大浦天主堂」を建設し、居留地の西洋人のために

宣教活動を行った。1865 年、大浦天主堂の宣教師と浦上村の潜伏キリシタンが出会った「信徒発見」をき

っかけに、多くの信徒たちが信仰を表明したため、再び弾圧が強化され、摘発事件が相次いだ。やがて弾

圧に対する西洋諸国の強い抗議が相次ぎ、1873 年、明治政府は禁教の高札こうさつを取り除き、キリスト

教は解禁された。 

潜伏キリシタンは、宣教師の指導下に入ってカトリックへ復帰する者、引き続き禁教期の信仰形態を続け

る者、神道や仏教へと改宗する者へとそれぞれ分かれた。カトリックに復帰した集落では新たに素朴な教

会堂が建てられていったが、「奈留島の江上集落（江上天主堂とその周辺）」に建てられた江上天主堂は、

移住先の風土に適応した在来の技術のあり方を示すとともに、潜伏キリシタンの伝統が終わりを迎えたこ

とを象徴的にあらわしている。 

 

43



━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

「潜伏キリシタン受難の歴史」（重要） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

1549 フランシスコ・ザビエルが鹿児島に上陸し、日本にキリスト教を伝える 

1550 ザビエルが平戸で布教する 

1563 肥前大村の領主である大村純忠が横瀬浦で洗礼を受ける（日本初のキリシタン大名）大村領内で

集団改宗が行われる 

1587 豊臣秀吉が伴天連追放令を発布する 

1597 宣教師、信徒ら 26 名が長崎の西坂で処刑される（日本二十六聖人の殉教） 

1603 江戸幕府が成立する 

1604 有馬晴信が原城を完成させる 

1614 江戸幕府が全国にキリスト教禁教令を発布する 

1627 「絵踏」が開始される 

1635 寺請制が全国で実施される 

1637 島原・天草一揆が起こる 

1639 ポルトガル人の来航、居住を禁止する（最後の鎖国令） 

1641  オランダ東インド会社の商館が平戸から長崎の出島に移転する→海禁体制が確立する（いわゆる

鎖国）→潜伏キリシタン集落の分布は長崎と天草地方に限られていく 

1859 長崎が開港される 

1864 居留地の西洋人のために大浦天主堂が建設される 

1889 大日本帝国憲法が成立する（信教の自由を明記する） 

1918 江上天主堂が完成する 

 
 

 
 

 
原城の城壁跡
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